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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第100期
第１四半期
連結累計期間

第101期
第１四半期
連結累計期間

第100期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 611,493 666,870 6,504,104

経常利益又は経常損失(△) (千円) △246,275 △414,015 74,491

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △195,944 △259,539 32,388

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △195,145 △259,539 33,730

純資産額 (千円) 5,647,472 5,483,418 5,875,966

総資産額 (千円) 10,022,207 9,567,006 10,104,635

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △1.48 △1.95 0.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 55.9 57.3 58.2

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株主が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第101期第１四半期連結会計期間より研究開発費及び営業支援費の会計処理方法について変更し、第100期第

１四半期連結累計期間及び第100期連結会計年度の関連する主要な経営指標等について遡及処理後の数値を

記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。また、当第１四半期連結会計期間より、会計方針の変更を行っており、遡及処理適用後の数値で前

四半期連結累計期間との比較を行っております。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融政策に対する期

待感から円安・株高傾向で推移しており一部で景気改善の動きも見られるものの、中国経済の成長鈍化

や欧州における債務問題等は依然として懸念材料も多く、先行きに対してはまだまだ不透明な状況が続

いております。

このような状況のもと、当社は本年２月に策定した中期事業計画に基づき、中核事業を気象・環境・防

災事業と宇宙・防衛事業として、前者は更なる成長と収益向上を実現すること、後者はＩＨＩグループと

の連携強化に注力することで、事業規模・収益力の拡大に努めてまいりました。さらには、ＩＨＩグルー

プと連携して新事業を展開すること、および海外進出の拡大を加速して当社の一層の成長を目指して活

動してまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比55百万円（9.1％）増加し、666百万円

となりました。売上高は増加したものの、原価率が悪化したことに伴い損益面ではそれぞれ損失額を増加

させており、営業損失は前年同四半期に比べ174百万円増加し420百万円となり、経常損失は前年同四半期

に比べ167百万円増加し414百万円となりました。また、四半期純損失は前年同四半期に比べ63百万円悪化

し259百万円となっております。

なお、当社グループの売上高および利益の計上には季節的変動があり、第４四半期連結会計期間に偏る

傾向があります。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して537百万円減少し、9,567百万円

となりました。主な内容は、資産の部では、現金及び預金の減少（106百万円）、受取手形及び売掛金の減

少（2,387百万円）、仕掛品の増加（515百万円）、短期貸付金の増加（1,290百万円）等によるものであ

り、負債の部では支払手形及び買掛金の減少（337百万円）によるものであります。純資産は、当四半期純

損失の計上（259百万円）と剰余金の配当による減少（132百万円）で前連結会計年度末比 392百万円減

少しております。この結果自己資本比率は58.2％から0.9ポイント減少し57.3％となりました。
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(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は109百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
　
　

EDINET提出書類

明星電気株式会社(E01792)

四半期報告書

 5/20



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 235,560,000

計 235,560,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 132,796,338132,796,338
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 132,796,338132,796,338― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年６月30日 ― 132,796,338 ― 2,996,530 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

―
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式 7,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 132,144,000132,144 同上

単元未満株式 普通株式 645,338 ― 同上

発行済株式総数 132,796,338― ―

総株主の議決権 ― 132,144 ―

(注) １ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式66株が含まれています。

　　 ２ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

　ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
明星電気株式会社

群馬県伊勢崎市長沼町
2223番地

7,000 ― 7,000 0.0　

計 ― 7,000 ― 7,000 0.0
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人よる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 356,644 250,022

受取手形及び売掛金 ※1
 4,358,655

※1
 1,970,983

製品 29,305 50,469

仕掛品 628,427 1,143,866

原材料及び貯蔵品 445,993 440,841

短期貸付金 340,175 1,630,831

繰延税金資産 437,119 595,432

その他 49,140 57,294

貸倒引当金 △543 △796

流動資産合計 6,644,918 6,138,944

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 215,312 209,897

機械装置及び運搬具（純額） 139,437 129,707

土地 2,549,587 2,549,587

リース資産（純額） 24,213 19,322

建設仮勘定 32,828 38,664

その他（純額） 255,738 242,902

有形固定資産合計 3,217,118 3,190,082

無形固定資産

リース資産 933 758

その他 55,656 52,292

無形固定資産合計 56,589 53,051

投資その他の資産

投資有価証券 109,804 109,631

長期貸付金 1,249 1,171

繰延税金資産 35,222 35,222

その他 58,602 57,772

貸倒引当金 △18,870 △18,870

投資その他の資産合計 186,008 184,927

固定資産合計 3,459,716 3,428,061

資産合計 10,104,635 9,567,006
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,517,527 1,179,895

未払金 115,142 153,382

リース債務 17,587 14,593

未払法人税等 17,624 7,245

未払消費税等 57,236 3,102

製品保証引当金 103,820 97,942

賞与引当金 147,473 128,484

受注損失引当金 1,665 2,977

その他 108,405 356,382

流動負債合計 2,086,482 1,944,006

固定負債

リース債務 7,560 4,706

退職給付引当金 1,226,936 1,227,183

環境対策引当金 50,243 50,243

再評価に係る繰延税金負債 857,447 857,447

固定負債合計 2,142,187 2,139,581

負債合計 4,228,669 4,083,587

純資産の部

株主資本

資本金 2,996,530 2,996,530

利益剰余金 1,331,475 939,146

自己株式 △596 △815

株主資本合計 4,327,409 3,934,862

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 1,548,556 1,548,556

その他の包括利益累計額合計 1,548,556 1,548,556

純資産合計 5,875,966 5,483,418

負債純資産合計 10,104,635 9,567,006
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年６月30日)

売上高 ※1
 611,493

※1
 666,870

売上原価 499,413 668,451

売上総利益又は売上総損失（△） 112,080 △1,581

販売費及び一般管理費 358,367 418,873

営業損失（△） △246,287 △420,454

営業外収益

受取利息 15 1,070

受取賃貸料 7,181 7,850

その他 1,466 1,210

営業外収益合計 8,663 10,131

営業外費用

支払利息 855 874

売上債権売却損 365 7

株式管理費用 1,557 1,616

支払手数料 3,939 －

為替差損 257 270

その他 1,677 923

営業外費用合計 8,652 3,692

経常損失（△） △246,275 △414,015

特別損失

環境対策引当金繰入額 33,373 －

特別損失合計 33,373 －

税金等調整前四半期純損失（△） △279,648 △414,015

法人税等 △83,704 △154,476

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △195,944 △259,539

四半期純損失（△） △195,944 △259,539
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △195,944 △259,539

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 799 －

その他の包括利益合計 799 －

四半期包括利益 △195,145 △259,539

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △195,145 △259,539

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

(会計方針の変更)

１．研究開発費

　当社における、研究開発費について、従来、「製造原価」として会計処理を行ってきましたが、当第１四半期連結

会計期間より、「販売費及び一般管理費」に計上する処理に変更しております。これは、親会社との会計処理の統

一を図るとともに、新たに研究開発グループを組織するなど、基礎応用研究、新製品開発に係る研究開発活動の増

加が見込まれることから、より期間損益計算の適正化を図るために行ったものであります。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比較し、前第１四半期連結累計期間の営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ27,851千円増加しております。また、前連結会計年度の

期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の期首残高は15,094千円減少しております。

２．営業支援費

　当社における、製造部門が行う営業活動に関する支援費用について、従来、「製造原価」として会計処理を行って

きましたが、当第１四半期連結会計期間より、「販売費及び一般管理費」に計上する処理に変更しております。こ

れは、親会社との会計処理の統一を図るとともに、当社の子会社化によって、ＩＨＩグループを意識した新製品の

市場への投入や新市場の開拓活動の増加等の変化が見込まれることから、より期間損益計算の適正化を図るため

に行ったものであります。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表となっております。この結果、遡及適用を行う前と比較し、前第１四半期連結累計期間の営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ18,545千円増加しております。また、前連結会計年度の

期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の期首残高は52,424千円減少しております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

EDINET提出書類

明星電気株式会社(E01792)

四半期報告書

14/20



　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 5,250千円 520千円

　

　２  偶発債務

(訴訟関係)

当社は、当社製品の納入先である積水化学工業株式会社より損害賠償請求訴訟（損害賠償請求金額 約

1,274百万円 訴状受領日 平成25年４月19日）を受け、現在係争中であります。積水化学工業株式会社は、

当社からＯＤＭ供給（受託者が、製品を設計した上で、委託者のブランド名で製品を製造し、委託者に供給

すること）を受けていた製品の設計不備に起因し、顧客宅に設置された製品の電源ユニットが発火する火

災事故が発生したとして、積水化学工業株式会社が負担することとなったリコール費用について賠償を求

める訴えを提起したものです。訴訟の推移によっては、今後の業績に影響を及ぼす可能性もありますが、現

時点ではその影響を予測することは困難であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

　
前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日　至  平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累計

期間（自  平成25年４月１日　至  平成25年６月30日）

当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、連結会計年度の第４四半期連結会計期間に納期を迎

える受注の割合が大きいため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間と比較して著

しく多くなる傾向にあります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 39,135千円 47,435千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 199,193 1.50平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 132,789 1.00平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、通信、電子、電気計測、情報処理等の機器・装置を製造販売する環境計測システムメー

カーとして単一の事業を営んでおり、社内におけるマネジメントにおいても全体を一つの事業としており

ます。従いまして、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 １円48銭 １円95銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(千円) 195,944 259,539

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 195,944 259,539

普通株式の期中平均株式数(株) 132,794,323 132,787,672

(注) １　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

２　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在せず、

１株当たり当期純損失であるため、記載しておりません。

３　「会計方針の変更等」に記載のとおり、当第１四半期連結累計期間における会計方針の変更は遡及適用され、

前第１四半期連結累計期間については遡及適用後の１株当たり四半期純損失金額となっております。この結

果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の１株当たり四半期純損失金額は35銭増加してお

ります。
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２ 【その他】

重要な訴訟事件につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（四半期連結貸

借対照表関係）２　偶発債務（訴訟関係）」に記載のとおりであります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

明星電気株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    森　　田　　　　　亨    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮　　一    行　　男    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明星
電気株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明星電気株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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